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（５）研究成果の概要（公開） 
 Saccharomonospora viridis 由来のクチナーゼ Cut190 は、ポリエチレンテレフタラート（PET）を分解

する酵素として、これまでに報告のある同様酵素の中でも高い活性を有する。さらに Ca2+存在下で、酵素

機能を発現し、熱安定性も上昇するという特徴をもつ。最近の X 線結晶構造解析の結果、Ca2+結合に伴い、

基質結合ループの構造が変化すること、さらに 3 分子の Ca2+が結合し、個々の役割が異なることなどを明

らかにした。さらに他の 2 価金属イオン結合の効果を解析し、Ca2+結合のように弱く結合し、Cut190 の

構造を固くしすぎないことが、機能発現に重要であることも論文報告した。本酵素は、マイクロプラスチ

ックという世界的な環境問題の解決に向けても応用可能で、現在、その高機能化を進めている。そこで本

研究では、Cut190 の Ca2+結合に伴う動的構造変化の解明を目指し、15N,13C ラベル化サンプルを用いて、

各種三次元測定を行い、シグナル帰属を目論んだ。ただし 2021 年度は、同サンプルの調製にあたり、M9
最小培地での発現効率が不十分で、各種三次元測定を行うにいたらず、15N ラベル化サンプルを用いた

HSQC 測定を行った。同測定結果から、分子量 29 k の Cut190 でも、シグナルの分離は良好で、今後、発

現効率の改善を図り、各シグナルを帰属して、各部位の動的構造解析を行いたい。 


